
日　時： 令和7年1月27日（火）

出席者： 榎本氏（町内会）岩本氏（基幹相談支援センターにしむろ）古久保氏（利用者家族）

片岡氏（利用者）巽氏（のぞみ園施設長）西嶋氏（ゆとろぎ所長）中島（のぞみ園統括次長）

1、開会あいさつ

2、出席者紹介

　各自順に自己紹介して頂く。

3、施設訪問

　今回、ホームゆとろぎは感染症が流行しているため、のぞみ園の見学だけを行う。

4、議題 （議題の報告内容は別紙参照）

　①施設等・地域との連携について

　　・利用者の障害区別

　　・近隣からの苦情等の共有

　　・地域行事のご案内

　　【ご意見】

　②施設等やサービスの透明性・質の確保の確保について

　　・利用者の日常生活の様子

　　　日々の日課、余暇の過ごし方等

　　・経営状況の方向

　　・BCP（業務継続計画）の策定状況について

　　【ご意見】

　　　　人材確保の工夫はされているか。職員の紹介手当の支給や高等学校の訪問等も行っているが、最

　　　近の学生は進学希望者も多く、そのまま都会で就職して地元へ戻って来ないケースや高齢者福祉の

　　　方へ就職される方も多い。また、他職種の方が賃金が良かったりと募集をかけてもなかなか応募な

　　　いのが現状。相談員を希望される学生も多いようだが限られた社会資源で事業所側は支援員を必要

　　　としている。

　　　　今は育休制度の活用も昔より緩和されており昔とギャップを感じることがある。昔は「お願い」

　　　の意識。今は「当たり前の権利」。若い方は昔より働きやすい環境になっているが…。事業所側か

　　　らすると育休で抜けた期間の人材確保や支援の質等が課題でもある。

　　　　紀南地域はあまり事業所は増えていないが紀北地域は事業所が増えている。人口も多いためか、

　　　人材確保も何とかできている様子。また、株式会社やNPOなど新規で福祉事業に参入している所も

　　　ありサービスの質の確保で不安もある。現状ある事業所には質の確保をお願いしたい。施設側とし

　　　ても介護福祉士等の資格を保有している職員は多いが、現状の支援ではあまり活用する場面が少な

　　　く高齢化に伴って介護技術を高める必要性も感じている。

　　　　地域生活への支援をするために、グループホーム等の一つの事業を一から開業するには物価高の

　　　上昇もあり建築費用面ではなかなか厳しい状況。仮に建てたとしても報酬単価が低く、事業運営す

　　　ることが難しい面もある。

令和7年度　のぞみ園地域連携推進会議録

　　　　利用者の平均年齢から考えられることとして、今後高齢化対策をして行く必要があるか。医療的

　　　ケアが必要になることも予想され、医療機関との連携や簡易にリハビリを受けられるような制度が

　　　あれば良いが、現状の障害者制度では実費相当の費用がかかるため不安がある。健康面での支援が

　　　課題となってくるか。

　巽氏（のぞみ園施設長）より



　②利用者の権利擁護について

　　・虐待、事故、ヒヤリハットの報告

　　・支援者の様子

　　・利用者の意向アンケート結果

　　【ご意見】

5、閉会のあいさつ

　巽氏（のぞみ園施設長）より

　　　　人材確保の工夫はされているか。職員の紹介手当の支給や高等学校の訪問等も行っているが、最

　　　近の学生は進学希望者も多く、そのまま都会で就職して地元へ戻って来ないケースや高齢者福祉の

　　　方へ就職される方も多い。また、他職種の方が賃金が良かったりと募集をかけてもなかなか応募な

　　　いのが現状。相談員を希望される学生も多いようだが限られた社会資源で事業所側は支援員を必要

　　　としている。

　　　　今は育休制度の活用も昔より緩和されており昔とギャップを感じることがある。昔は「お願い」

　　　の意識。今は「当たり前の権利」。若い方は昔より働きやすい環境になっているが…。事業所側か

　　　らすると育休で抜けた期間の人材確保や支援の質等が課題でもある。

　　　　紀南地域はあまり事業所は増えていないが紀北地域は事業所が増えている。人口も多いためか、

　　　人材確保も何とかできている様子。また、株式会社やNPOなど新規で福祉事業に参入している所も

　　　ありサービスの質の確保で不安もある。現状ある事業所には質の確保をお願いしたい。施設側とし

　　　ても介護福祉士等の資格を保有している職員は多いが、現状の支援ではあまり活用する場面が少な

　　　く高齢化に伴って介護技術を高める必要性も感じている。

　　　　地域生活への支援をするために、グループホーム等の一つの事業を一から開業するには物価高の

　　　上昇もあり建築費用面ではなかなか厳しい状況。仮に建てたとしても報酬単価が低く、事業運営す

　　　ることが難しい面もある。

　　　　今の制度では利用者の権利擁護の観点から利用者の意思決定支援が求められている。昔は家族や

　　　支援者が利用者のことを決めることが当たり前で、職員の意識転換も重要となってくる。また、言

　　　葉のない利用者の意思の汲み取り方も工夫が必要。写真の提示や体験を増やす等の方向も必要か。

　　　　利用者本人の地域移行確認についても、ホームペルプサービスをしている事業所で人材確保が難

　　　しく閉業していたり、制度と地域のニーズが合致していない状況もある。地域で支える体制にも課

　　　題がある。

　　　　家族の方からする地域社会過ごす観点は理解できるが、利用者一人ひとりの障害を取っても違い

　　　があり、地域でどれだけ安心して細かい支援してもらえるのかの不安がある。入所で過ごしてくれ

　　　る方が安心できる。


